



前置詞 sur の用法は多岐にわたり，X sur Y，または sur Y, X の形式を用い
て，X と Y の位置関係，時間関係（1），観念的関係（2）などを表す。位置関係を
表す前置詞のひとつとしては，主にある対象 X（以下 cible）が位置づけの指
標となるもの Y（以下 site）の表面上にあることを示すのに用いられる。
（01） Le livre est sur la table.
（02） Elle a mis son sac sur la chaise.
ある前置詞が位置関係を表しているかどうかは，疑問詞 «où?»（または
«d’où?», «par où?» など）を用いた問いに対する答えとなることが判断基準の
ひとつであるが（3），上の例はいずれも «Où est le livre?», «Où a-t-elle mis son
sac?» の答えとなると判断できることからも，sur が位置関係を示す前置詞と
して機能していることがわかる。つまり，sur に導かれることによって site が
「本が存在する場」「彼女がカバンを置いた場」として示されているとみなすこ
とができよう。次の例でも同様に，«le dos de sa mère» が「赤ん坊が寝ている
場」として提示されている。
（03） Le bébé dort sur le dos de sa mère.
ところが同じ «le dos» が site であっても，それが行為主体自身の身体部位
であるときには上と同様の解釈が難しくなる。
（04） Il dort sur le dos.
この発話が «où?» による問いに対する答えとならないことからも明らかなよ










示されてきた sur の機能特性が，身体部位を site として導く際に必ずしも有効




Vandeloise（1986）は前置詞 sur について，次の 4 つの特性（5）を挙げてい
る（6）。
1）縦方向の並び（ordre sur l’axe vertical）
cible は一般に site より上にある（si a est sur b, la cible est généralement plus
haute que le site）（pp.186−187）。
（05） la tasse est sur la table.（Vandeloise 1986, 186）
しかしながら，以下の例が示すとおり，cible が site の上にあっても sur の使
用が不可であったり，下にあっても sur の使用が可能な場合もある（pp.186−
187）。
（06）（ランプがテーブルの上方にある）*la lampe est sur la table.
（ibid., 186）
（07） la mouche est sur le plafond.（ibid., 187）
１１２ 前置詞 sur と身体部位
2）接触（contact）
上の例（06）が容認不可であることが示すとおり，sur を用いるときには cible
と site が接触していることが条件である（si a est sur b, il y a généralement un
contact（indirect）entre la cible et le site）（pp.188−190）。接触には水平面あるい
は垂直面における接触（（08），（09）），直接的あるいは間接的接触（10）があ
る（p.187）。
（08） la tasse est sur la table.（＝05）
（09） le cadre est sur le mur.（ibid., 188）




（11）（テーブルの上に蓋付きの壺がある）*le couvercle est sur la table.
（ibid., 188）
（12）（船が砂地の上の水面に浮かんでいる）*le bateau est sur le sable.
（ibid., 189）
3）cible と site の大きさ（la cible est plus petite que le site）
次の例 a, b は必ずしも等価ではない。a では鍵は完全に雪の下に隠れて見え
なくなっているのに対し，b では数片の雪の結晶が鍵の上に存在していること
を表している。
（13） a. la clé est sous la neige.
b. la neige est sur la clé.（ibid., 192）
このことから，sur の使用には，cible と site の大きさの違いが関わっており，
一般に cible は site より小さいものであるとしている（dans les relations a est
sur b, la cible est généralement plus petite que le site）（p.192）。
4）重さに対する抵抗（opposition à la pesanteur）
ある植物から脇芽が伸びて垂れ下がっているような場合も，sur を用いて以
下のように表すことができるが，Vandeloise（1986）はこれを上で見た 1）や
前置詞 sur と身体部位 １１３
2）の特性によって説明することはできず，plante-ruban が脇芽の重さによって
生じる引力に抵抗しているとみなすことができると説明している（p.193）。
（14） il y a des boutures sur la plante-ruban.（ibid., 193）
このことから，site の力が cible の重さによる作用に抵抗している（si a est sur






1. 2．Dendale et De Mulder（1997）
Dendale et De Mulder（1997）は，Vandeloise（1986）で示された sur の 4つ
の特性を再考することによって，より本質的な sur の特性を示そうと試みてい
る。
まず Vandeloise（1986）によって示された sur の 4つの特性のうち，1）縦
方向の並び，2）接触，は Dendale et De Mulder（1997）も sur の特性を示すも
のとして認めている。
しかし，3）cible と site の大きさ，については以下の 2つの理由からこれを
sur の特性のひとつとみなす必要はないとする（pp.213−214）。まず第一の理由
は，Vandeloise（1986）自身も「ほとんどの空間的関係に当てはまる一般的性
質である」（Vandeloise 1986, 192）と認めているとおり，sur 固有の特性ではな
いことである。そして第二に，同様に Vandeloise（1986）が挙げている空間的
関係における一般的な性質，「cible は移動可能あるいは動くことができるもの
であり，site は不動あるいは不変のものである（la cible est souvent mobile ou
susceptible de bouger, cependant que le site est immobile ou stable）（ibid., 34）」，
を引用し，例（15）のように，cible と site の大きさが同じ場合，sur と sous
の使い分けはあくまでもどちらの動きを認識するかによると説明する
１１４ 前置詞 sur と身体部位
（p.214）。
（15） a. La chaise rouge est sur la chaise verte.
b. La chaise verte est sous la chaise rouge.






（16） Il y a du sang sur le plafond.（ibid., 216）
（17） Nul tableau sur les murs ne fait briller l’image d’un pays merveilleux
［. . .］.（Vigny dans Discotext 1, in ibid.）
2．site が地面であるとき，それより下に落ちることはないため。
（18） La statue sur la grand-place（ibid.）
3．site が cible の落下を防ぐだけの硬さがない場合でも sur の使用は可能で
あるため。
（19） La tasse est sur la nappe（8）.（ibid.）
4．cible と site が分離不可能な場合もあるため。
（20） les fresques sur le plafond（ibid.）
Vandeloise（1986）によって示された sur の 4つの特性に加え，Dendale et De
Mulder（1997）は sur によって導かれる site が面であることを指摘し（9），三次
元の物体が site となる場合には，容器とみなされないことが sur のもう一つの
特性であるとする（pp.217−218）。
（21） a. La tasse est sur l’armoire.
b. La tasse est dans l’armoire.（ibid., 217）
以上のことから，Dendale et De Mulder（1997）は，sur の特性が，（a）cible
は縦方向に site より高い位置にあること，（b）cible が site と接していること，
（c）site が形状において容器とみなされないこと（10），の 3つであるとする。こ
前置詞 sur と身体部位 １１５
れら 3つの特性の組み合わせの可能性は以下のとおりである。
Ⅰ．＋Contact ＋Plus haut －Contenance
Ⅱ．＋Contact －Plus haut －Contenance
Ⅲ．－Contact ＋Plus haut －Contenance
Ⅳ．－Contact －Plus haut －Contenance
このうち，Ⅰ，Ⅱが sur の使用を可能にする場合であるが（11），Ⅰの条件のも
とで使用される sur（（05），（18），（19））はいかなる他の前置詞とも競合せ
ず，Ⅱの条件で用いられる sur は à や contre と競合することが指摘されてい
る（pp.218−219）。
（22） La mouche est sur le/au plafond.（ibid., 219）
（23） a. Un tableau sur le mur（Vogüe dans Discotext 1, in ibid.）
b. Il y avait contre le mur de ce salon un très grand tableau.
（France dans Discotext 1, in ibid.）
1. 3．南舘（2005）




（24） Le verre est sur la table.
（25） Le tableau est sur le mur.
（26） La mouche est sur le plafond.（南舘 2005, 57）
ただし，壁に絵が立てかけてあるような場合，つまり垂直面に cible の一部し
か接触していない場合には sur の使用が容認されない（p.59）。
（27）* Le tableau est sur le mur.
（28） Le tableau est contre le mur.（ibid., 58）
しかしながら，以下の例で見るように，「直に接触している」という条件は
絶対的なものではない。
１１６ 前置詞 sur と身体部位
（29） a. Le livre est sur la table.
b. Le portable est sur le livre.




さらに南舘（2005）においても，cible が site より小さいとき，sur の使用が
可能となることが指摘されている（pp.68−72）。
（30） a. Le livre est sur la table.



















前置詞 sur と身体部位 １１７











cible と site の大きさの違いについては Vandeloise（1986）と南舘（2005）







は Dendale et De Mulder（1997）による指摘が妥当であると考える。そもそも





最後に Dendale et De Mulder（1997）によって示された，容器とみなされな
１１８ 前置詞 sur と身体部位
いことという特性については，Dendale et De Mulder（1997）自身も述べてい
るように，あくまでも dans や en などの他の前置詞と sur を対比する場合にの
み考慮に入れるべき特性である（p.218）。「直接的あるいは間接的に接してい
ること」は上の 3つの先行研究で共通して挙げられていた sur の特性のひとつ
である。ある物体と物体が接触しているというのは，それぞれの物体の表面と
表面が触れ合っているということである。sur が二次元の面を意識する前置詞









X と Y の位置関係を表すとき，site となりうるもののひとつに人がある（14）。
以下の例のように，人の身体部位もまた site となることがある。





（33） Il dort sur le dos.（＝04）
（34） Il marche sur les mains.
（35） Il est tombé sur les fesses.
Rey（1992）によれば，sur が行為主体の身体部位を site とする例は 11世紀
前置詞 sur と身体部位 １１９
初めにはすでに見られており，その際の身体部位は支えの役割を果たしている
という（p.2053）。また TLF でも，地面と接し，体の重さを支える身体部位が
site となるとの記述がある（p.1136）。確かに上の 3例はいずれも site が地面あ
るいは地面に準ずる水平面に接していると解釈できるが，垂直面（柱や壁な
ど）との接触が想定できる場合にも sur の使用が可能である。
（36） Il s’appuie sur l’épaule.





関係を示そうとしているのではない。ではあるいは «il» の体そのものが cible





平塚（2010）によれば，以下の «sur un brancard» は道具を表していると解
釈できると言う。
（37） Ils ont transporté le blessé sur un brancard.
（山田 2007, 103 in 平塚 2010, 83）






１２０ 前置詞 sur と身体部位
て，たとえ無意識的にであれ，推論した結果である（p.91）。


























されるのは，«dormir» «marcher» «tomber» «s’appuyer» といった事行や発話の





つまり，sur は site がなんらかの接触の場であることを示す前置詞であると言
えよう。
sur のこの機能は，上の（01），（02）などの例とも矛盾しない。
（39） Le livre est sur la table.（＝01）


















１２２ 前置詞 sur と身体部位
行為主体自身の身体部位が site として用いられる場合の sur は，ある cible
を site に位置づけることが目的なのではなく，ある事態が成立する際に，site
がなんらかの接触面であることを示すのみである。site が接触面であることを







⑴ être sur le point de inf . や sur le soir など。
⑵ discuter sur～, prendre l’avantage sur～, un jour sur deux など。
⑶ cf. Melis 2003, pp.55−56.
⑷ cf. TLF Tome 15, 1136.
⑸ Vandeloise（1986）の用語では caractéristique（s）。
⑹ Vandeloise（1986）では sur と sous について 5つの特性を示しているが，本稿で
は sous については論じないので，sur に関する 4つのみを取り上げることとす
る。
⑺ たとえば La tasse sur la table では，すべての特性を含んでいるが，la calebasse sur
une branche では 4）の特性しか当てはまらない（cf. Vandeloise 1986, 194−195）。
⑻ この場合，カップの落下を防いでいるのはテーブルクロスではなくテーブルであ
る。このことは例（19）の否定文（La tasse n’est pas bien sur la nappe.）が，「カ
ップがテーブルから落ちること」や「テーブルクロスの下のテーブルに落ちるこ
と」を意味するのではないことからも明らかである（Dendale et De Mulder 1997,
216）。
⑼ site が 1次元の物体（Le point sur la ligne）や 0次元の物体（La bulle sur la pointe
de la pipette）である場合でも，2次元の面としてとらえることによって sur によ
って導かれる site として機能する（Dendale et De Mulder 1997, 217）。
⑽ ただし，Dendale et De Mulder（1997）によれば，（c）は sur を dans や en など他
の前置詞と対比させる場合にのみ有効な特性であり，それ以外の場合においては
sur の使用は（a）と（または）（b）によって決定されるという（p.218）。
⑾ Ⅲの条件で sur が用いられるのは，現代フランス語においては稀であるか存在し
前置詞 sur と身体部位 １２３
ない（cf. Dendale et De Mulder 1997, 215, note 10）。またⅣは sur でなく sous を
求める条件である（p.218）。
⑿ 正確には 4つであるが，うち一つは sous に関するものであるので，ここでは取
り上げない（cf. 南舘 2005, 73）。
⒀ Dendale et De Mulder（1997）では，site が壁や天井であるときがⅡ。＋Contact,
－Plus haut, －Contenance に当たるとし，Ⅱの特性をもつ sur をさらに 2つに下位
区分している（pp.219−220）。
⒁ site となりうるのは，1）ある割合の空間を内在するもの（plaine, rivière, ville な
ど），2）ある割合の一定の空間を占めるもの（haie, chêne, maison など），3）空
間の中に含まれるもの・人（table, voiture, vendeur など），4）場所に結びつくよ
うな活動（cours, mariage, fête など），5）距離（dix kilomètres, une heure de marche
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１２４ 前置詞 sur と身体部位
